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左
翼
的
方

面
の
動
向

□

は
、
如
何
な
る
べ
き
か
と
患
へ
し
め
た
程
で
あ
っ
た
。
而
し
て
前
期
の
経
ｂ
頃
即
ち
大
正
五
年
、
吉
野
作
進
氏
が
ｐ
中
央
公
論
誌
上

に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
喧
傳
し
、
河
上
肇
氏
が
、
貧
乏
物
語
を
著
し
て
、
青
年
學
徒
に
愛
讃
さ
れ
た
の
は
、
｛
掩
ふ
く
か
ら
ざ
る
事
實
で

あ
る
。
加
ふ
る
に
、
大
正
七
年
、
東
京
帝
國
大
學
畢
生
の
一
部
が
、
新
人
會
な
る
も
の
を
組
織
し
、
人
類
解
放
の
新
機
蓮
に
協
調
し

て
そ
の
促
進
に
努
力
す
る
こ
と
、
現
代
日
本
の
合
理
的
改
造
運
動
に
従
事
す
る
こ
と
、
等
を
目
標
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
も

亦
，
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
事
の
一
つ
で
あ
ら
う
。
然
る
に
、
今
期
の
當
初
大
正
八
年
、
河
上
肇
氏
の
砒
會
問
題
研
究
の
創
刊
を
見
、
大

正
九
年
に
は
、
東
大
助
教
授
森
戸
辰
男
氏
の
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
祇
會
思
想
の
研
究
と
云
ふ
論
文
に
よ
る
筆
禍
事
件
が
あ
り
、
東
京
上

野
公
園
雨
大
師
前
に
於
け
る
第
一
同
メ
ー
デ
ー
や
、
日
本
杜
會
主
義
同
盟
の
創
立
な
ど
を
見
、
大
正
十
一
年
に
は
、
京
都
に
於
て
全

國
水
平
杜
創
立
大
會
が
開
か
れ
、
叉
、
日
本
農
民
組
合
な
る
も
の
が
、
杉
山
元
治
郎
・
賀
川
豐
彦
氏
等
に
依
っ
て
組
織
せ
ら
れ
、
各

地
に
於
け
る
小
作
争
議
や
勢
働
争
議
の
頻
發
の
蔦
に
、
内
務
省
に
は
祇
會
局
が
設
置
さ
る
シ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

翌
十
二
年
九
月
一
日
の
關
東
大
震
災
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
わ
け
て
十
一
一
月
一
一
十
七
日
、
開
院
式
當
日
に
起
っ
た
虎
の
門
事
件
、

そ
れ
に
件
ふ
山
本
内
閣
の
總
辮
職
に
至
っ
て
は
、
恐
擢
の
極
み
で
あ
る
が
、
六
月
に
起
っ
た
第
一
次
日
本
共
産
蕊
事
件
も
、
肚
會
の

耳
目
を
聾
動
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
大
正
士
一
年
五
月
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
な
る
雑
誌
ま
で
が
創
刊
せ
ら
れ
、
同
月

又
、
マ
ル
ク
ス
百
年
祭
を
期
し
て
、
杜
會
科
學
聯
合
倉
な
る
名
禰
の
下
に
、
畢
生
運
動
の
杢
國
的
結
成
を
出
現
せ
し
め
、
六
月
に

は
、
文
藝
戦
線
な
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
藝
雑
誌
の
發
刊
せ
ら
る
夢
等
、
そ
の
波
及
す
る
所
、
賞
に
恐
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
翌
年
七
月
に
は
、
京
都
帝
國
大
學
に
於
て
、
畢
生
枇
會
科
學
聯
合
會
な
る
も
の
が
催
さ
れ
、
一
面
、
所
謂
幅
本
イ
ズ
ム
の
喧
傳

も
亦
、
無
産
運
動
に
異
常
の
影
響
を
與
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
十
五
年
一
月
に
は
、
遂
に
所
謂
京
大
事
件
な
る
も
の
が
起
り
、
多
数

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

一
一
一
三
七

前
記
に
於
て
も
、
肚
會
主
義
的
急
進
思
想
の
影
響
を
蒙
ｂ
、
遊
し
き
に
至
り
て
は
、
革
命
な
る
語
を
無
造
作
に
使
っ
て
ゐ
る
向
も

な
い
で
は
な
い
が
、
大
鰐
よ
り
す
れ
ば
、
ヒ
ュ
マ
ー
ー
ズ
ム
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
、
デ
カ
ダ
ニ
ズ
ム
等
の
文
學
的
色
彩
の
濃
厚
に
な
っ

た
こ
と
を
覺
え
る
。
然
る
に
本
期
に
於
て
は
、
軍
に
我
が
龍
南
の
み
な
ら
ず
、
中
畢
生
や
女
畢
生
ま
で
が
赤
化
さ
れ
て
、
勢
働
争
議

に
加
は
ろ
と
云
ふ
有
様
で
、
、
そ
の
超
く
所
底
止
す
る
を
知
ら
ざ
る
の
慨
が
あ
り
、
憂
國
の
士
を
し
て
、
一
旦
國
家
有
事
の
際
に
於
て

然
る
に
、
濁
り
臨
時
教
育
養
成
所
の
出
身
者
に
限
っ
て
は
、
就
職
の
際
に
於
て
こ
そ
、
該
所
の
管
理
者
な
り
主
任
教
授
な
り
の
識

》
←

力
に
對
し
て
、
充
分
の
感
謝
を
捧
げ
る
と
共
に
、
該
所
設
置
の
學
校
に
對
し
て
も
、
充
分
の
感
謝
を
捧
げ
る
と
共
に
、
相
賞
の
愛
着

●

を
有
し
て
ゐ
る
に
相
違
な
い
が
、
｜
度
當
時
の
管
理
者
や
主
任
教
授
が
そ
の
學
校
を
去
っ
た
後
で
は
、
僅
に
教
を
受
け
た
教
官
に
對

す
る
師
弟
の
慌
誼
が
あ
る
に
過
ぎ
な
く
な
り
、
而
も
そ
れ
等
の
教
官
ま
で
も
去
る
に
至
っ
て
は
、
母
校
と
し
て
は
、
小
學
校
と
中
等

學
校
と
に
過
ぎ
か
、
殊
に
、
中
等
學
校
卒
業
者
た
ら
ざ
る
も
の
は
、
小
學
校
だ
け
で
あ
り
、
恂
に
心
寂
し
い
こ
と
で
あ
ら
う
と
恩

ふ
。
固
よ
り
、
筍
も
一
旦
身
を
教
育
界
に
投
じ
た
以
上
は
、
母
校
な
ど
を
背
景
と
せ
ず
、
鉋
迄
自
力
を
以
て
運
命
を
開
拓
す
る
だ
け

の
意
氣
と
努
力
と
を
堅
持
す
べ
き
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
實
際
は
必
ず
し
も
さ
う
ば
か
り
は
行
か
ぬ
も
の
ら
し
く
、
本
校
に
於
て

も
、
同
窓
會
な
ど
に
出
席
す
る
者
は
、
一
人
も
無
い
有
様
で
あ
る
。

母
校
を
有
し
な
い
者
は
寂
し
い
。
母
校
愛
を
感
じ
な
い
こ
と
は
、
人
し
て
も
物
足
り
な
い
。
祝
ん
や
教
育
者
に
於
て
特
に
然
り
と

す
る
。

第
二
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五
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等
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右
翼
的
方

面
の
動
向

告關肝肚
脅す究會
ろ會科
報に墨

溝
淵
校
長

の
善
虚

本
校
に
於

け
る
思
想

團
魁

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

三
一
一
一
八

畢
生
の
收
監
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
年
に
於
け
る
勢
働
争
議
は
、
四
百
九
十
五
件
、
そ
の
人
員
六
萬
七
千
、
小
作

箏
議
は
、
一
一
千
一
一
十
九
件
、
そ
の
人
員
十
一
萬
と
註
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
以
て
す
る
も
、
思
牟
に
過
ぐ
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

昭
和
一
一
一
年
一
一
一
月
に
は
、
第
一
一
次
日
本
共
産
裳
の
桧
學
が
行
は
れ
、
四
月
に
は
⑩
京
都
・
九
州
雨
帝
國
大
學
教
授
数
名
の
辞
職
が
あ

り
Ｐ
同
月
又
、
東
大
の
新
人
會
や
、
京
大
の
杜
會
科
學
會
も
遂
に
解
散
を
命
ぜ
ら
る
シ
に
至
り
、
昭
和
五
年
一
月
に
は
、
第
一
一
一
次
日

本
共
産
糞
の
検
學
が
行
は
れ
、
東
大
教
授
中
に
も
免
官
さ
れ
た
者
が
あ
る
と
云
ふ
風
に
、
赤
色
も
漸
く
槌
せ
て
来
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
右
翼
的
方
面
は
如
何
と
云
ふ
に
、
大
正
七
年
四
月
の
愛
國
團
鵠
大
正
赤
心
會
、
大
正
八
年
十
月
の
大
日
本
國
粋
會
、
大
正

十
五
年
一
一
一
月
の
國
本
壮
、
昭
和
六
年
一
月
の
血
盟
圏
、
同
年
四
月
の
愛
郷
塾
、
昭
和
七
年
一
月
の
國
維
會
、
同
年
一
一
月
の
榊
武
會
等

の
出
現
あ
り
、
同
年
六
月
に
は
、
大
日
本
生
産
鴬
・
榊
武
會
・
新
日
本
國
民
同
盟
・
日
本
國
家
杜
會
黛
等
の
共
同
戦
線
と
し
て
、
國

難
打
開
聯
合
協
同
會
な
る
も
の
が
起
り
、
同
年
八
月
に
は
、
文
部
省
に
於
て
も
、
國
民
精
榊
文
化
研
究
所
を
開
い
て
縛
向
畢
生
の

思
想
善
導
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
若
し
夫
れ
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
の
満
洲
事
愛
、
同
七
年
一
月
一
千
八
日
の
上

海
事
鍵
、
同
年
五
月
十
五
日
の
所
謂
五
・
一
五
事
件
、
同
九
年
一
一
月
一
一
日
の
箪
氏
論
問
題
、
同
十
年
八
月
一
一
一
日
の
國
篭
明
徴
の
鑿

明
の
同
十
一
年
一
一
月
一
一
十
六
日
の
所
謂
一
一
・
一
一
六
事
件
等
は
、
一
は
以
て
肚
會
人
心
の
動
向
を
察
す
べ
く
、
一
は
以
て
國
民
思
想
に

及
ぼ
せ
る
影
響
を
察
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

以
上
は
、
今
期
に
於
け
る
そ
の
一
斑
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
若
く
は
杜
會
科
學
研
究
が
、
特
に
熾

に
な
っ
た
大
正
十
一
一
年
以
降
の
数
年
間
は
、
全
國
の
青
年
學
徒
に
茎
大
な
る
反
映
を
來
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
吾
が
校
に
在
り
て

も
、
固
よ
り
そ
の
圏
外
に
立
つ
べ
き
わ
け
も
な
く
、
そ
れ
等
の
思
想
研
究
の
團
鵠
が
生
じ
た
ば
か
り
で
な
く
、
遂
に
は
大
正
十
五
年

少
の
波
紋
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
犬

へ
な
い
の
で
あ
る
。
今
そ
の
一
例

の
に
、
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
．

一
一
一
月
の
市
電
争
議
に
ま
で
活
躍
す
る
の
有
様
で
、
大
正
十
一
一
年
に
起
り
、
現
存
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
東
光
會
の
如
き
は
、
そ
の
反
動

と
も
云
ふ
く
き
で
あ
ら
う
。
か
か
る
状
態
に
善
虚
せ
る
校
長
始
め
生
徒
主
事
の
苦
心
も
、
一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
の
は
云
ふ
ま

己
・

で
も
な
く
．
殊
に
、
溝
淵
校
長
在
職
十
年
間
に
於
け
る
苦
衷
と
憲
痒
と
に
至
っ
て
は
、
恂
に
察
す
る
に
餘
ｂ
あ
る
も
の
が
あ
り
、
多

少
の
波
紋
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
大
蝸
な
く
濟
ん
だ
｝
」
と
は
、
國
家
の
爲
に
も
、
學
校
の
鴬
に
も
、
生
徒
の
爲
に
も
、
信
に
慶
賀
に
樫

へ
な
い
の
で
あ
る
。
今
そ
の
一
例
を
示
せ
ば
、
昭
和
一
一
年
壮
會
科
學
研
究
會
に
つ
い
て
、
溝
淵
校
長
よ
り
、
文
部
省
に
報
告
せ
る
も

十
月
七
日
ヨ
リ
一
週
間
全
國
畢
生
肚
會
科
學
聯
合
會
ガ
種
々
ノ
手
段
ヲ
以
テ
活
躍
ス
ル
旨
豫
ジ
メ
承
知
シ
居
リ
シ
ヲ
以
テ
充
分
一
一

注
意
シ
警
戒
ヲ
怠
ラ
ザ
リ
シ
虚
一
向
活
動
ス
ル
風
ナ
ク
ロ
〈
學
校
掲
示
場
一
一
一
枚
校
外
（
學
校
附
近
）
一
一
一
一
枚
祗
會
科
學
ノ
研
究
ヲ

セ
ョ
ト
云
う
意
味
ノ
宣
傳
ピ
ラ
ヲ
貼
リ
ク
ル
モ
、
前
者
ハ
生
徒
登
校
時
刻
以
前
一
一
氣
付
キ
直
二
剥
取
り
後
者
ハ
多
少
時
刻
オ
ク
レ

タ
ル
モ
學
校
ト
警
察
ノ
手
一
一
テ
剥
取
り
タ
リ
、
其
他
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
藝
術
ト
云
う
雑
誌
ノ
購
讃
勧
誘
ノ
廣
告
ピ
ラ
ヲ
掲
示
シ
タ
キ

旨
願
出
デ
シ
モ
生
徒
監
ノ
方
一
一
テ
許
可
シ
難
キ
旨
ヲ
説
キ
聞
力
シ
中
止
セ
シ
メ
ク
リ
、
尚
ホ
小
職
ノ
最
モ
警
戒
シ
グ
ル
コ
ト
ハ
毎

年
ノ
行
事
ト
シ
テ
熊
本
二
左
ル
四
高
専
門
學
校
聯
合
演
説
會
ガ
十
五
日
一
一
開
催
サ
ル
、
事
ナ
リ
シ
ガ
、
十
一
一
日
締
切
迄
一
一
十
九
名

ノ
原
稿
提
出
者
（
例
年
ヨ
リ
多
数
）
ア
リ
、
一
念
嚴
査
シ
テ
理
由
ヲ
個
人
別
一
一
云
上
聞
カ
セ
七
名
〈
不
許
可
、
数
名
二
訂
正
ヲ
命

ジ
グ
ル
モ
案
外
理
窟
ヲ
コ
ネ
ル
者
モ
無
ク
温
和
一
一
引
取
り
、
十
一
一
一
、
十
四
ノ
両
日
一
一
開
キ
ク
ル
代
表
演
説
者
豫
選
會
モ
サ
シ
タ
ル

事
ナ
ク
、
又
蕊
衆
者
モ
至
リ
テ
少
ナ
ク
十
五
日
ノ
聯
合
演
説
會
モ
無
事
一
一
絡
了
ヲ
告
ゲ
タ
リ
。

右
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蕊蕊

臓赫鰍剛
及
ぼ
せ
る

影
響

龍
南
會
改

革
運
動
に

鍬対ろ報

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

三
四
○

右
の
一
文
に
於
て
も
察
せ
ら
る
シ
如
く
、
當
時
の
演
説
會
は
勿
論
の
こ
と
、
「
龍
南
」
の
内
容
の
如
き
も
、
従
来
と
大
い
に
そ
の
趣

を
異
に
し
、
雨
部
の
委
員
に
、
思
想
的
に
偏
し
た
者
の
多
か
っ
た
爲
之
全
龍
南
人
よ
り
す
れ
ば
、
雑
誌
を
緒
い
て
も
、
演
説
を
蕊

い
て
も
、
餘
ｂ
興
味
を
唆
ら
れ
ず
、
味
讃
し
傾
鑛
す
る
者
も
至
っ
て
少
か
つ
だ
の
は
事
實
で
あ
る
。
更
に
學
校
と
し
て
、
大
い
に
厄

介
脱
し
た
の
は
、
龍
南
會
の
組
織
改
革
の
問
題
で
あ
っ
た
。
少
し
く
長
文
で
は
あ
る
が
、
昭
和
四
年
に
成
れ
る
溝
淵
校
長
の
手
稿
に

し
て
、
畢
生
部
長
宛
に
報
告
せ
る
全
文
を
引
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

校
友
會
改
革
運
動
一
一
ツ
キ
畢
生
部
長
一
一
報
告
ノ
件
・

本
校
一
一
於
テ
ハ
去
ル
大
正
十
一
一
年
春
初
メ
テ
龍
南
會
（
校
友
會
）
總
務
委
員
ヨ
リ
會
長
一
一
對
シ
龍
南
會
組
織
改
革
ノ
要
求
ヲ
提
出

セ
リ
。
爾
来
昭
和
一
一
一
年
春
新
二
選
出
セ
ラ
レ
タ
ル
總
務
委
員
ガ
會
員
一
同
一
一
對
シ
今
後
斯
ル
要
求
ヲ
提
出
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
宣
一
一
一
一
ロ
ス

ル
ニ
至
ル
迄
前
後
五
ヶ
年
一
一
亙
り
該
要
求
ハ
毎
年
新
二
選
出
セ
ラ
レ
ク
ル
總
務
委
員
ニ
ョ
リ
提
出
セ
ラ
レ
グ
リ
。
龍
南
會
組
織
改

革
運
動
ハ
最
初
一
一
年
間
ハ
微
温
的
ナ
リ
シ
モ
其
後
ノ
一
一
一
年
間
ハ
其
勢
猛
烈
ナ
リ
キ
。
而
シ
テ
該
問
題
一
一
就
キ
學
校
ト
交
渉
ノ
任
一
一

賞
リ
シ
ハ
龍
南
會
總
務
委
員
ナ
リ
シ
モ
該
運
動
ノ
中
心
ハ
左
傾
生
徒
ナ
リ
キ
。
彼
等
ハ
常
一
一
背
後
ヨ
リ
總
務
委
員
ヲ
操
縦
シ
総
務

委
員
ハ
共
ノ
偲
偶
一
一
過
ギ
ザ
ル
ノ
観
ア
リ
ク
リ
。
彼
等
ハ
初
〆
総
務
委
員
ヲ
シ
テ
學
校
卜
交
渉
セ
シ
メ
シ
モ
要
求
ノ
容
易
一
一
容
レ

ラ
レ
ザ
ル
ヲ
見
ル
ャ
改
革
既
成
委
員
會
ヲ
組
織
シ
テ
其
ノ
會
員
ト
ナ
リ
経
一
一
白
ラ
表
面
一
一
立
チ
テ
學
校
ト
交
渉
ス
ル
ニ
至
し
り
。

而
シ
テ
學
校
二
於
テ
ハ
教
頭
、
生
徒
監
專
ラ
彼
等
卜
折
衝
セ
シ
モ
時
一
一
校
長
モ
亦
此
二
参
加
セ
リ
。
彼
等
ハ
生
徒
ト
折
衝
ノ
際
生

徒
ガ
蓬
シ
ク
常
軌
ヲ
逸
シ
タ
ル
言
論
ヲ
ナ
シ
ク
ル
時
之
ヲ
叱
責
セ
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
ァ
ラ
ザ
リ
シ
モ
可
成
冷
靜
ナ
ル
態
度
ヲ
以
テ
生

徒
一
一
接
シ
温
言
以
テ
彼
等
ノ
思
想
ノ
誤
謬
ヲ
指
摘
シ
又
彼
等
ノ
提
案
ノ
實
行
シ
得
ペ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
説
明
シ
彼
等
ヲ
シ
テ
自
カ
ラ
共

ノ
誤
レ
ル
ヲ
悟
ラ
シ
ム
ル
’
一
努
〆
ク
リ
。
其
ノ
結
果
彼
等
ハ
學
校
ノ
意
志
ノ
董
固
一
一
シ
テ
之
ヲ
動
カ
ス
コ
ト
ノ
到
底
不
可
能
ナ
ル

ヲ
知
り
又
彼
等
ノ
中
生
徒
ノ
提
案
ノ
誤
レ
ル
ヲ
覺
ル
着
生
ジ
経
一
一
昭
和
三
年
龍
南
會
組
織
改
革
運
動
ノ
消
滅
ヲ
見
ル
ー
一
至
し
り
。

龍
南
會
組
織
改
革
運
動
ノ
消
滅
ス
ル
一
一
至
レ
ル
理
由
猶
ホ
他
二
是
レ
ア
リ
。
本
校
ハ
前
校
長
時
代
ヨ
リ
毎
年
夏
期
休
業
ノ
際
第
七

高
等
學
校
造
士
館
卜
野
球
試
合
ヲ
ナ
シ
來
リ
雨
校
生
徒
間
ノ
競
争
年
ト
共
二
激
烈
二
赴
キ
シ
ガ
大
正
十
五
年
ノ
仕
合
ノ
際
絡
二
紛

擾
ヲ
惹
起
ス
ル
ニ
至
し
り
。
此
一
一
於
テ
雨
校
校
長
ハ
協
議
ノ
上
之
ヲ
中
止
ス
ル
コ
、
セ
リ
。
然
ル
ー
ー
對
七
高
野
球
戦
ハ
龍
南
會
ノ

年
中
行
事
中
生
徒
ノ
最
モ
重
キ
ヲ
置
キ
シ
モ
ノ
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
生
徒
ノ
多
数
ハ
其
ノ
中
止
ヲ
焼
バ
ズ
之
ヲ
繼
績
セ
ン
コ
ト
ヲ
希
望

セ
リ
。
左
傾
生
徒
ハ
元
來
運
動
一
一
趣
味
ヲ
有
セ
ザ
ル
ヲ
以
テ
彼
等
ハ
内
心
一
一
於
テ
ハ
對
七
高
野
球
戦
ノ
績
行
其
ノ
モ
ノ
ヲ
希
望
ス

ル
モ
ノ
ー
ー
ァ
ラ
ズ
。
然
し
ド
モ
墨
校
内
一
一
紛
擾
ヲ
惹
起
シ
テ
學
校
ノ
擁
威
ヲ
失
墜
セ
シ
メ
且
シ
自
ラ
生
徒
間
二
勢
力
ヲ
占
〆
テ
共

ノ
牛
耳
ヲ
執
り
斯
ク
シ
テ
全
校
生
徒
間
二
左
傾
思
想
ヲ
傳
播
セ
シ
メ
ン
コ
ト
ハ
彼
等
ノ
宿
望
一
一
シ
テ
彼
等
ハ
常
二
機
會
ノ
來
ル
ヲ

鏡
上
居
リ
シ
ガ
對
七
高
野
球
戦
績
行
運
動
ノ
機
運
生
徒
間
二
醍
醸
セ
ラ
ル
、
ヲ
見
ル
ャ
機
逸
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
ナ
シ
昭
和
二
年
對
七

高
野
球
戦
績
行
運
動
ヲ
開
始
セ
リ
。
即
チ
彼
等
ハ
校
内
一
一
於
テ
或
ハ
徽
文
ヲ
撒
布
シ
或
ハ
生
徒
大
會
ヲ
開
ラ
キ
決
議
文
ヲ
作
成
シ

テ
之
ヲ
校
長
一
一
提
出
シ
又
校
外
一
一
於
テ
東
大
、
京
大
、
九
大
等
一
一
在
學
中
ノ
五
高
出
身
者
二
徴
ヲ
飛
バ
シ
テ
其
ノ
對
七
高
野
球
戦

績
行
運
動
二
援
助
ヲ
典
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
懇
請
セ
リ
。
而
シ
テ
椴
文
ハ
殆
ン
ド
総
テ
虚
構
ノ
事
實
ヲ
栂
ゲ
テ
校
長
ヲ
攻
撃
セ
ル
モ
ノ
ナ

リ
キ
。
此
一
一
於
テ
校
長
ハ
総
務
委
員
及
ピ
各
組
正
副
組
長
（
野
球
戦
績
行
運
動
ノ
主
動
者
グ
ル
左
傾
生
徒
モ
亦
其
中
ニ
ァ
リ
タ
リ
）

ヲ
招
集
シ
テ
對
七
高
野
球
戦
績
行
ノ
不
可
ナ
ル
所
以
ヲ
説
明
シ
併
セ
テ
樹
文
中
二
蕊
ゲ
ラ
レ
グ
ル
事
項
ノ
殆
ン
Ｆ
總
テ
ガ
虚
棒
ナ

ル
コ
ト
ヲ
辨
明
セ
リ
。
而
シ
テ
常
時
（
昭
和
二
年
五
、
六
月
頃
）
校
長
ハ
校
務
ノ
爲
〆
、
幅
岡
、
京
都
、
東
京
一
一
出
張
セ
シ
ヲ
以
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●

以
上
述
べ
來
レ
ル
所
ニ
ョ
リ
テ
明
ナ
ル
如
ク
龍
南
倉
組
織
改
革
運
動
ハ
左
傾
生
徒
ノ
所
謂
自
由
獲
得
運
動
二
外
ナ
ラ
ザ
リ
シ
ヲ
以

テ
之
ヲ
阻
止
セ
シ
ハ
當
然
ナ
リ
ト
信
ズ
。

尚
こ
の
外
、
「
龍
南
」
の
内
容
に
就
き
て
も
一
言
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
他
日
に
譲
る
こ
と
と
し
て
絃
に
は
省
く
。
而
し
て
献
會
の

第
二
章
策
五
高
等
學
校
後
期

三
四
一
一
一

テ
此
等
各
地
ノ
大
學
一
一
在
ル
五
高
出
身
者
ノ
主
ナ
ル
者
ヲ
招
集
シ
校
内
生
徒
一
一
對
シ
テ
爲
セ
ル
ト
同
様
ノ
話
ヲ
ナ
シ
タ
リ
。
其
ノ

結
果
在
校
生
徒
竝
一
一
在
大
學
五
高
卒
業
生
ハ
對
七
高
野
球
戦
績
行
ノ
許
可
セ
ラ
レ
ザ
ル
理
由
ヲ
理
解
シ
且
シ
野
球
戦
績
行
運
動
ノ

左
傾
生
徒
ノ
篤
一
一
ス
ル
所
ア
ル
企
ナ
ル
ヲ
感
知
セ
ル
ヲ
以
テ
之
一
一
左
担
セ
ザ
ル
一
一
至
り
該
運
動
ハ
自
然
二
消
滅
セ
リ
。
而
シ
テ
對

七
高
野
球
戦
績
行
運
動
ノ
際
左
傾
生
徒
ガ
種
々
議
詐
的
言
動
ヲ
爲
セ
シ
コ
ト
全
校
生
徒
ノ
間
一
一
明
白
ト
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
彼
等
ハ
藍

シ
ク
共
ノ
信
用
ヲ
失
墜
セ
リ
。
五
高
一
一
於
テ
左
傾
生
徒
ガ
其
ノ
勢
力
ヲ
失
う
一
一
至
レ
ル
ハ
實
二
此
時
二
蛤
マ
ル
。
既
二
述
ペ
ク
ル

加
ク
龍
南
會
組
織
改
革
運
動
ノ
中
心
ハ
左
傾
生
徒
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
其
ノ
勢
力
ノ
失
墜
ト
共
一
一
該
改
革
運
動
モ
漸
次
下
火
一
一
向
上
昭

和
一
一
一
年
度
ノ
総
務
委
員
ハ
経
一
一
其
ノ
中
止
ヲ
宣
言
ス
ル
一
一
至
リ
タ
リ
。

龍
南
會
組
織
改
革
運
動
ノ
経
過
ハ
上
二
陳
述
セ
リ
。
然
ラ
バ
彼
等
ハ
龍
南
會
ノ
組
織
ヲ
如
何
一
一
改
革
セ
ン
ト
セ
シ
カ
既
一
一
述
ペ
ク

ル
如
ク
該
改
革
運
動
ハ
五
ヶ
年
間
繼
續
シ
其
ノ
間
總
務
委
員
ヲ
代
フ
ル
コ
ト
六
度
（
任
期
中
總
務
委
員
ノ
瀞
職
セ
シ
コ
ト
一
度
ア

リ
シ
故
）
總
務
委
員
ノ
代
ル
毎
一
一
其
ノ
主
張
モ
多
少
愛
化
シ
又
同
一
ノ
総
務
委
員
ト
雛
學
校
ノ
所
説
ヲ
鑑
キ
テ
其
ノ
老
ヲ
蟻
更
セ

ル
所
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
生
徒
ノ
主
張
ス
ル
所
経
始
同
ジ
カ
リ
シ
ー
ー
ァ
ラ
ズ
。
然
ル
一
一
次
一
一
褐
グ
ル
一
一
一
項
ハ
五
ヶ
年
間
ヲ
通
ジ
總
テ
ノ

總
務
委
員
ノ
主
張
セ
シ
所
一
一
シ
テ
實
二
改
革
案
ノ
骨
子
ク
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。

「
各
組
ヨ
リ
ニ
名
ノ
代
議
員
ヲ
選
出
シ
代
議
員
會
ヲ
組
織
ス

ニ
、
代
議
員
會
一
一
於
テ
ハ
生
徒
ノ
利
害
二
關
係
ア
ル
一
切
ノ
事
項
ヲ
附
議
ス

一
一
一
、
代
議
員
會
ノ
決
議
ハ
實
行
委
員
之
ヲ
學
校
二
提
出
シ
テ
許
可
ヲ
受
ヶ
其
ノ
實
現
一
一
努
ム

今
右
ノ
’
一
一
項
一
一
就
テ
考
察
ス
ル
一
一
凡
ソ
學
校
ノ
關
係
事
項
一
一
シ
テ
直
接
又
ハ
間
接
二
生
徒
ノ
利
害
二
關
係
ヲ
有
セ
ザ
ル
者
一
ト
シ

テ
之
レ
有
ル
ナ
シ
。
故
二
代
議
員
會
一
一
於
テ
生
徒
ノ
利
害
二
關
係
ヲ
有
ス
ル
一
切
ノ
事
項
ノ
討
議
ヲ
許
ル
ス
時
ハ
経
一
一
生
徒
ハ
學

校
行
政
」
一
マ
デ
モ
容
隊
シ
甚
シ
キ
ハ
學
校
騒
動
ヲ
惹
起
ス
ル
ー
ー
至
ル
虞
ア
リ
ト
思
考
セ
ル
ヲ
以
テ
代
議
員
會
ノ
議
題
二
就
テ
ハ
溌

〆
會
長
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
、
ス
ペ
キ
旨
ヲ
説
キ
生
徒
ノ
利
害
二
關
係
ア
ル
一
切
ノ
事
項
ヲ
討
議
セ
ン
ト
ス
ル
生
徒
ノ
提
案
ハ

之
ヲ
許
可
セ
ザ
リ
キ
。

次
一
一
生
徒
ノ
ミ
ニ
テ
代
議
員
會
ヲ
組
織
シ
テ
決
議
ヲ
作
成
シ
學
校
ノ
許
可
ヲ
求
〆
來
ル
時
該
決
議
ニ
シ
テ
學
校
ノ
許
可
シ
得
ペ
キ

モ
ノ
ナ
リ
シ
ナ
ラ
パ
問
題
ヲ
生
ゼ
ザ
ル
モ
代
議
員
會
ノ
決
議
中
學
校
ノ
許
可
シ
得
今
へ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
、
現
ハ
レ
來
ル
コ
ト
ァ
ル
ハ

之
ヲ
豫
想
シ
置
カ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
而
シ
テ
斯
ル
決
議
ノ
提
出
セ
ラ
レ
タ
ル
時
學
校
ノ
之
ヲ
許
可
ス
ペ
ヵ
ラ
ザ
ル
ハ
元
ヨ
リ
言
ヲ

待
夕
ザ
ル
所
ナ
リ
ト
ス
。
然
ル
ー
此
際
生
徒
ハ
某
シ
テ
素
直
一
一
學
校
ノ
ー
ー
ー
ー
ロ
ヲ
蕊
キ
テ
該
決
議
ヲ
撤
回
ス
ベ
キ
カ
。
蓋
シ
生
徒
ハ
代

議
員
會
ノ
面
目
ヲ
老
フ
ル
ヲ
以
テ
假
令
内
心
一
一
於
テ
ハ
學
校
ノ
言
う
所
ノ
是
ナ
ル
ヲ
知
ル
モ
之
二
鶏
從
セ
ズ
シ
テ
飽
迄
モ
代
議
員

會
ノ
決
議
ヲ
固
執
シ
猶
ホ
學
校
ノ
横
暴
腫
制
ヲ
叫
ピ
學
校
ノ
平
和
ヲ
攪
飢
ス
ル
ー
ー
至
ル
ノ
虞
ア
リ
。
故
一
一
學
校
ハ
現
在
ノ
寵
南
會

役
員
會
一
一
於
ケ
ル
如
ク
校
長
ヲ
議
長
ト
シ
教
授
生
徒
相
會
シ
テ
共
一
一
龍
南
會
ノ
重
要
事
項
ヲ
相
談
ス
ル
方
宜
シ
キ
旨
ヲ
論
シ
生
徒

ノ
ミ
ニ
テ
代
議
員
會
ヲ
組
織
シ
テ
決
議
ヲ
作
成
シ
之
ヲ
學
校
一
一
提
出
シ
テ
其
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
生
徒
ノ
提
案
モ
亦
之
ヲ
許

可
セ
ザ
リ
キ
。
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一
一
熟
議
溌
蟻
蕊
蕊
蕊
蕊

勅
令
朕
陸
軍
現
役
將
校
配
属
令
ヲ
裁
可
シ
絃
一
一
之
ヲ
公
布
セ
シ
ム

配
鬮
將
校

に
閥
す
る

勅
令
・
省

令
・
訓
令

椛鯆廠蠅

盟
休
事
件

糀
鮒
想
的

叶辮鞭長

第
二
保
證

人
規
定

■

・
レ
ー
ス
に
、
青
春
の
血
を
湧
か
す
こ
と
と
も
な
っ
た
。
濟
美
館
に
、
武
夫
原
に
、
將
又
東
光
原
に
、
其
の
他
の
練
習
場
に
、
己
を

忘
れ
て
心
身
の
鍛
錬
に
い
そ
し
む
者
も
多
く
な
っ
た
。
昭
和
十
年
の
春
か
ら
は
、
總
務
部
主
催
の
下
に
、
武
蔵
塚
邊
に
於
て
、
兎
狩

も
催
さ
る
ご
）
と
と
な
っ
た
。
往
年
の
盛
大
に
は
及
ば
ぬ
と
し
て
も
、
龍
南
校
風
の
健
實
さ
を
物
語
る
よ
す
か
に
は
充
分
で
あ
ら
う

と
恩
ふ
。
か
く
し
て
我
が
龍
南
人
は
、
創
立
五
十
周
年
の
記
念
日
を
待
望
し
て
已
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
若
し
七
月
七
日
の

蔚
溝
橋
の
事
件
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
這
同
の
支
那
事
鍵
が
起
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
れ
く
ら
ゐ
盛
大
を
極
め
た
こ
と
だ
っ
た

底）『『“。 「
思
想
上
注
意
ヲ
要
ス
ル
生
徒
一
一
及
ポ
シ
ク
ル
影
響

本
校
一
一
於
テ
ハ
目
下
特
一
一
注
意
ヲ
要
ス
ト
判
明
セ
ル
生
徒
ナ
ク
、
随
ツ
テ
特
記
ス
ペ
キ
コ
ト
ナ
シ

一
一
、
一
般
生
徒
一
一
及
ポ
シ
ク
ル
影
響

本
校
一
一
於
テ
ハ
、
此
ノ
問
題
二
關
シ
テ
何
等
ノ
意
見
ヲ
モ
疑
問
ヲ
モ
提
起
シ
ク
ル
モ
ノ
ナ
ク
叉
、
前
述
ノ
加
ク
本
校
一
一
於
テ
ハ

掌
ロ
之
一
一
鯛
レ
シ
メ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
ー
ー
ョ
リ
何
等
其
鰡
的
影
響
ヲ
認
メ
ズ

之
を
要
す
る
に
、
波
潤
重
豊
を
極
め
た
祗
會
思
潮
も
、
年
を
閲
す
る
に
つ
れ
て
鎮
静
し
、
我
が
龍
南
の
天
地
に
も
亦
、
露
を
た
る

和
氣
が
張
る
や
う
に
な
っ
た
。
龍
南
會
の
豫
算
會
議
も
、
平
和
す
ぎ
る
ほ
ど
平
和
に
な
っ
た
。
師
弟
間
の
情
誼
も
、
他
に
比
し
て
優

る
と
も
劣
ら
ぬ
濃
や
か
さ
を
増
し
て
來
尤
。
多
年
熟
し
き
っ
た
對
七
高
野
球
試
合
の
代
り
に
は
、
緑
川
に
又
薑
湖
に
於
け
る
ポ
ー
ト

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

三
四
四

思
潮
が
、
日
を
累
ね
て
平
靜
に
廓
す
る
や
、
青
年
子
弟
も
亦
、
次
第
に
思
想
穏
健
と
な
り
、
そ
の
間
必
ず
し
も
絶
無
と
は
申
さ
ぬ
が
、

祉
會
の
注
意
を
惹
く
が
如
き
事
件
も
な
く
、
昭
和
四
年
四
月
以
後
の
入
學
者
に
對
し
て
は
、
第
一
一
保
證
人
規
定
を
設
け
て
父
兄
た

る
保
證
人
の
外
に
、
教
授
中
に
就
い
て
第
一
一
保
證
人
を
依
頼
せ
し
め
、
以
て
師
弟
の
關
係
を
親
密
に
し
、
誘
披
善
導
に
力
を
注
ぐ
こ

と
と
な
り
、
昭
和
七
年
一
一
一
月
一
一
一
日
、
告
別
式
の
欝
日
よ
り
起
っ
た
と
こ
ろ
の
盟
休
事
件
に
至
っ
て
も
、
そ
の
思
想
的
背
景
乃
至
聯
絡

を
懸
念
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
事
件
の
推
移
と
落
着
と
よ
り
察
す
る
時
は
、
殆
ど
無
い
と
申
し
て
も
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。
さ

れ
ば
昭
和
八
年
、
文
部
省
畢
生
部
長
よ
り
學
校
長
宛
、
思
想
上
の
稗
向
者
に
よ
り
生
徒
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
に
付
、
報
告
を
要
め
ら

れ
た
こ
と
に
開
し
て
、
十
時
校
長
原
案
の
答
申
文
を
以
て
見
る
も
、
校
風
の
概
要
が
推
測
出
来
る
と
恩
ふ
の
で
あ
る
。

（
前
略
）

御
名
御
璽

攝
政
名

大
正
十
四
年
四
月
十
一
日

参
考
配
鴎
將
校
に
關
す
る
勅
令
・
省
令
・
訓
令

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

内
閣
總
理
大
臣
子
爵

加

藤
高
明

三
四
五



省
令
戯
鯏
省
令

陸
軍
現
役
將
校
學
校
配
属
令
施
行
規
程
二
條
（
省
略
）

勅
令
第
百
三
十
五
號

陸
軍
現
役
將
校
學
校
配
驫
令
六
條
（
省
略
）

文
部
省
訓
令
第
五
號

今般勅令第百一一一十五雛ヲ以テ陸軍現役將校學校配風令ヲ定メラレ猷鯏省令ヲ以テ陸軍現役將校配鬮今施行規程ヲ公布セリ
國
民
ノ
心
身
ヲ
健
全
一
一
發
逢
セ
シ
メ
テ
其
ノ
養
質
ヲ
向
上
セ
ン
〆
以
テ
園
カ
ヲ
増
進
シ
國
運
ノ
隆
昌
ヲ
岡
ル
内
外
現
時
ノ
情
勢
一
一
鑑
ミ
鼠
毛
喫
緊

ノ
ー
要
務
ク
リ
而
シ
テ
其
ノ
目
的
ノ
達
成
〈
主
ト
シ
テ
之
ヲ
教
育
ノ
效
呆
一
一
侍
タ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
故
ヲ
以
テ
明
治
維
新
以
來
教
育
制
度
ヲ
定
ム
ル

ャ
恩
ヲ
此
一
一
致
シ
テ
施
設
經
警
シ
明
治
十
九
年
教
育
法
令
ヲ
課
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
営
時
一
般
ノ
學
校
一
一
於
テ
教
師
毛
生
徒
毛
熱
心
一
一
事
一
一
此
一
一
従

ヒ
タ
レ
ハ
其
ノ
教
育
ノ
賢
績
ヲ
鐘
メ
タ
ル
功
顯
著
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
タ
リ
然
ル
一
一
時
勢
ノ
鍵
遷
一
一
伴
上
學
校
一
一
於
ケ
ル
兵
式
魁
操
そ
動
モ
ス
レ
ハ
當

初
ノ
精
紳
卜
乖
離
シ
徒
一
一
形
式
一
一
流
レ
テ
共
ノ
眞
髄
ヲ
矢
ハ
ム
ト
ス
ル
傾
向
ナ
キ
ー
ー
ア
ラ
ス
是
一
一
於
テ
大
一
一
之
ヲ
振
作
シ
テ
彊
育
ヲ
促
進
ス
ル
ト

共
一
一
徳
育
ヲ
神
補
シ
併
セ
テ
國
防
能
カ
ノ
増
進
ヲ
画
ル
ノ
必
要
朝
野
一
一
論
議
セ
ラ
ル
ル
一
一
至
し
り
鶴
ツ
テ
世
界
ノ
大
勢
ヲ
察
．
ス
ル
ー
ー
大
戦
以
來
欧

米
諸
國
一
一
於
テ
ハ
國
民
訓
練
又
〈
軍
事
溌
備
敦
育
卜
瀞
ス
ル
モ
ノ
箸
シ
ク
登
達
シ
之
一
一
依
リ
ー
テ
質
貴
剛
健
ノ
士
風
ヲ
振
起
シ
祇
會
民
心
ヲ
善
導
シ

且
國
民
ノ
間
一
一
國
防
思
想
ヲ
普
及
セ
シ
メ
ム
コ
ト
ヲ
期
セ
リ
我
力
國
〈
列
弱
一
一
先
チ
テ
學
校
敦
育
一
一
兵
式
騒
操
ヲ
加
へ
國
民
訓
練
ノ
賞
ヲ
一
ホ
シ
タ

ル
ー
ー
拘
ラ
ス
近
時
却
テ
彼
一
一
一
露
ヲ
輪
ス
ル
ノ
情
態
一
一
在
ル
ハ
頗
ル
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ

内
外
ノ
情
勢
右
一
一
述
へ
ダ
ル
力
如
シ
賞
局
一
一
於
テ
ハ
夙
一
一
塁
枝
一
一
於
ケ
ル
教
練
ヲ
一
層
振
作
ス
ル
ノ
方
針
ヲ
定
〆
之
ヵ
偽
一
一
〈
現
役
將
校
ヲ
シ
テ

其
ノ
指
導
ノ
任
二
常
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ノ
有
效
ナ
ル
ヲ
認
〆
之
力
賓
行
方
法
等
一
一
就
キ
テ
考
究
ヲ
重
ネ
タ
ル
結
果
今
般
其
ノ
賓
現
ヲ
具
ル
ー
一
至
し
り

抑
を
學
校
一
一
於
テ
教
練
ヲ
課
ス
ル
ノ
目
的
〈
學
生
生
徒
ノ
心
身
ヲ
鍛
錬
シ
テ
共
〃
費
質
ヲ
向
上
セ
シ
ム
ル
一
一
在
り
換
言
ス
レ
ハ
國
家
的
観
念
ヲ
明

徴
一
一
シ
テ
献
身
奉
仕
ノ
精
紳
ヲ
振
起
シ
自
主
自
立
ノ
習
慣
ヲ
馴
致
シ
テ
責
任
ヲ
霊
シ
規
律
ヲ
重
ン
シ
節
制
ヲ
守
り
協
同
ヲ
伺
上
且
命
令
一
一
服
従
ス

ル
ノ
氣
風
ヲ
作
與
シ
身
魁
ヲ
遥
壯
一
一
シ
テ
志
氣
ヲ
鼓
舞
シ
更
一
一
堅
忍
敢
爲
ノ
精
紳
ヲ
酒
養
ス
ル
ニ
在
り
而
シ
テ
之
ヵ
勵
行
一
一
依
リ
テ
國
防
能
カ
ヲ

増
進
セ
シ
ム
ル
ノ
結
果
ヲ
生
ス
ル
〈
論
ヲ
須
夕
ス

今
次
ノ
施
設
〈
現
役
將
校
ヲ
學
校
一
一
配
圏
セ
シ
メ
教
練
教
授
一
一
賞
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
之
ヲ
以
一
ナ
在
來
ノ
勤
務
セ
ル
教
練
ノ
教
師
一
一
代
へ
ム

ト
ス
ル
ノ
趣
旨
一
一
ア
ラ
ス
シ
テ
教
練
ノ
教
授
能
率
ヲ
増
大
シ
共
ノ
賢
施
ヲ
一
層
適
切
有
效
ナ
ラ
シ
メ
ム
ト
ス
ル
一
一
外
ナ
ラ
ス
随
ツ
テ
配
風
將
校
〈

樹
該
學
校
長
ノ
監
督
ノ
下
一
一
立
チ
其
ノ
指
揮
一
一
基
キ
ー
プ
業
務
一
一
従
事
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
其
ノ
教
授
一
一
際
シ
テ
モ
善
ク
他
ノ
學
科
目
ト
ノ
聯
絡
ヲ
保
チ

第
一
一
章
第
五
高
等
學
校
後
期

三
四
七

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

陸
軍
大
臣
宇
垣
一
成

文
部
大
臣
岡
田
良
平

大
學
直
轄
藷
學
校

公
立
私
立
ノ
高
等
學
校
及
専
門
學
校

北
海
道
魔

府
縣

一

一

四

六

’



昭
和
十
二

年
度
の
本

校
一
認
目

次職
員
及
生

徒

第
七
節
本
校
の
現
況
と
開
校
五
十
年
記
念
式
典

第
一
木
枝
の
現
況

人
若
し
本
校
の
現
況
如
何
と
間
は
ば
、
吾
等
は
何
と
答
ふ
く
き
で
あ
ら
う
か
。
今
假
ｂ
に
昭
和
十
二
年
乃
至
十
三
年
の
第
五
高
等

畢
校
一
覧
の
目
次
を
案
ず
る
に
、
〔
第
一
〕
沿
革
略
、
〔
第
一
一
〕
學
年
暦
、
〔
第
一
一
一
〕
高
等
墨
校
二
關
ス
ル
法
令
、
〔
第
四
〕
學
則
第
一
章
學

科
課
程
教
授
時
數
、
第
一
一
章
學
年
學
期
及
休
業
日
、
第
三
章
入
學
在
學
及
退
學
、
第
四
章
成
績
考
査
修
了
及
卒
業
、
第
五
章
懲
戒
、

Ｊ

第
六
章
授
業
料
、
第
七
章
制
服
、
第
八
章
習
學
寮
、
第
九
章
生
徒
心
得
、
第
十
章
圖
書
、
〔
第
五
〕
細
則
一
學
制
施
行
細
則
、
第
一
章

く

随
意
科
目
及
選
鐸
科
目
、
第
一
一
章
野
外
漬
習
及
射
撃
演
習
、
第
一
一
一
章
入
學
在
學
及
休
學
、
第
四
章
編
成
、
第
五
章
成
績
考
査
、
第
六

，
Ｊ

章
授
業
料
及
寄
宿
料
、
第
七
章
制
服
、
第
八
章
習
學
寮
、
第
九
章
通
學
、
第
十
章
生
徒
心
得
、
第
十
一
章
圖
書
、
一
一
評
議
員
規
程
一
二

く
く

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

Ｊ

教
授
會
規
程
四
監
督
教
官
規
程
五
學
年
教
員
倉
規
程
ユ
ハ
學
科
目
教
員
會
規
程
七
校
務
分
掌
規
程
八
事
務
員
服
務
細
則
九
校
醤
服
務
規

Ｊく
く

Ｊ

く

Ｊ

く
く

Ｊ
Ｊ く

程
、
〔
第
一
ハ
〕
職
員
、
〔
第
七
〕
生
徒
及
卒
業
生
一
生
徒
氏
名
一
一
生
徒
入
學
志
願
者
卒
業
者
學
科
別
表
に
生
徒
本
籍
別
表
四
入
墨
志
願
者

く
く

Ｊ

く

入
學
者
學
暦
調
五
生
徒
及
入
學
者
竝
卒
業
者
年
齢
調
六
昭
和
十
年
卒
業
者
ノ
状
況
調
句
卒
業
者
氏
名
八
卒
業
者
學
科
年
別
人
員
表
、

Ｊ
Ｊ

く
く

く
く

〔
第
八
〕
敷
地
建
物
及
ピ
附
圖
龍
南
會
規
程
等
の
多
端
に
分
た
れ
て
居
り
、
此
等
の
各
項
を
略
述
す
る
一
」
と
だ
け
で
も
容
易
な
こ
と
で

な
く
、
且
本
校
の
教
育
方
針
學
科
課
程
學
則
そ
の
他
既
記
と
塗
り
な
い
も
の
は
一
切
之
を
省
略
し
、
龍
南
會
の
如
き
は
、
該
章
に
譲

っ
て
、
絃
に
は
現
在
本
校
の
認
識
に
對
し
て
銃
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
の
み
を
表
示
し
、
而
ろ
後
生
徒
生
活
欣
態
の
一
面
を
記
す
る
こ

っ
て
、
絃
に
は
現
在
十

と
に
し
た
い
と
恩
ふ
。

〔
註
二
〕
直
轄
諸
學
校
一
一
於
テ
ハ
、
各
個
部
隊
教
練
、
射
繋
γ
指
揮
法
、
陣
中
勤
務
、
軍
事
講
話
一
一
就
イ
テ
、
毎
週
一
・
五
時
間
、
毎
年
野
外
演
習

四
日
卜
定
〆
ラ
レ
テ
ヰ
ル
コ
ト
〈
、
人
ノ
知
ル
所
デ
ア
ル
。

〔
註
一
〕
是
ノ
目
〔
明
治
十
七
年
二
月
〕
優
操
傳
習
所
ヲ
シ
テ
歩
兵
操
練
科
ノ
程
度
施
行
ノ
方
法
適
否
等
ヲ
調
査
セ
シ
ム
（
文
部
省
沿
革
略
記
摘

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

三
四
八

畢
生
生
徒
心
身
護
達
／
状
況
一
一
應
シ
別
一
一
定
ム
ル
敦
授
要
目
一
一
準
擦
シ
テ
之
ヲ
資
行
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

地
方
官
長
及
學
校
常
事
者
〈
克
ク
其
ノ
趣
旨
目
的
ヲ
腿
シ
相
當
設
備
ノ
充
賓
ヲ
岡
ル
コ
ト
ー
ー
カ
メ
且
迩
用
宜
シ
キ
ヲ
制
シ
以
一
テ
其
ノ
賢
績
ヲ
學
ク

ル
ー
一
遺
憾
ナ
ヵ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シjFＩＬ

校
長

名
鵯
救
援

激
授

生
徒
主
事

第
二
章
第
五
高
等
學
校
・
後
期

録
、.ノ

大
正
十
四
年
四
月
十
三
日

『
職
員
及
生
徒
（
昭
和
十
一
一
年
四
月
現
在
）

一
人

二
人

汁
八
人

一
人

余
二
人

鳴
託
教
員

教
務
蝿
託

書
記

生
徒

主
事
補

一
人

三
人

五
人

一
人

生

干
團

文
部
大
臣
岡
田
良
平

「
十
二
年

徒
酬
脚
末
日
調

一

一

一

四

九




